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A0101
ケベック／カナダ

岸上先生からのひとこと
毛皮で作られた衣類は、強烈な異臭を放ちます。これはイヌイットの生活のにおいのひとつと言えます。

ちなみに零下３０、４０度の世界では、無臭に近い状態になります。

イヌイットの冬服は、アザラシやカリブーの毛皮でつくられており、世界でもっとも優れた防寒着です。アノラックと

よばれる外とうは、顔を出す部分と袖口以外にはすきまがなく、大きめにつくっているので、服と身体との間に暖かい

空気の層ができ、これが保温のはたらきをしています。

イヌイット百科事典１

巻「17 昔の衣服の材料」

「18 昔の冬服」

『国立民族学博物館展示

ガイド』　アメリカｐ .3

着付方法：

下 着 を 着 て か ら、

セーターを着るよう

に 頭 か ら か ぶ る だ

け。　 

極北を生きる
男子用 カリブーの毛皮製のアノラック 〈クリタック〉


